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【コメント回答①】

　モーメント，せん断力，軸力は「地震荷重」ではない。表現は適正化すべき。

（平成21年6月17日　耐震・構造設計小委員会構造ＷＧ会合(第37回)）

　ご指摘いただいたとおり，モーメント，せん断力，軸力を「地震荷重」と
称することは，力学の基本的な概念においては正確さを欠くかもしれないが，
原子力発電所の耐震設計においては，今までの慣習として「地震荷重」とい
う表現を用いている。

　例として原子力発電所耐震設計技術指針（JEAG4601-1987）で使われ
ている表現を以下に示す。

（例１）

　原子力発電所耐震設計技術指針（JEAG4601-1987）より抜粋
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【コメント回答①】

 
（例２）

　原子力発電所耐震設計技術指針（JEAG4601-1987）より抜粋
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【コメント回答②】

　主蒸気系配管は原子炉遮へい壁により支持されているのか確認すること。

（平成21年6月17日　耐震・構造設計小委員会構造ＷＧ会合(第37回)）

1F-5主蒸気系配管

　「原子炉遮へい壁」および「原子炉遮へい壁に取り付けられた構造物」に
より支持されている主蒸気系配管の配管支持構造物は以下のとおりである。

：遮へい壁，遮へい壁に取り付け
　られている構造物と取り合って
　いるサポート
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【コメント回答②】

2F-4主蒸気系配管

次ページに
支持状況を
例示

：遮へい壁，遮へい壁に取り付け
　られている構造物と取り合って
　いるサポート
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【コメント回答②】

平面断面図 現場状況（横方向から撮影）

主蒸気系配管

配管支持構造物

原子炉遮へい壁

2F-4主蒸気系配管の支持状況例

流れ方向


